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Ansibleサーバ/ネットワーク運用自動化ハンズオン
～基礎から応用まで～



CONFIDENTIAL Designator

2

Ansible の概要
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Forrester Researchによって、Red Hat Ansible Automation PlatformがThe Forrester Wave™のリーダーとして評価されたことを嬉しく思い

ます。同レポートで述べられているように、このソリューションは『広範な他ベンダーのインフラストラクチャと統合できる包括的なオートメー

ション・プラットフォームを求める顧客に最適』です。また、 Ansible Automation Platformは開発者にも好評で、 DevOpsツールチェーンでも

使用されており、ネットワーク、セキュリティ、ストレージ、その他多数の領域に渡るオートメーションの拡張を実現する強力な要素としてエ

ンタープライズで急成長しています。さらに、 AnsibleはRed Hatのポートフォリオの多くと統合され、お客様がオートメーションのレベルを高

め、コストと複雑性を低減するために役立ちます。

RED HAT　マネージメント担当バイスプレジデント　 JOE FITZGERALD

https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/red-hat-named-leader-independent-research-firm-infrastructure-automation-platforms-evaluation?source=pressreleaselisting

東京 — 2020年 8月 17日 —［ノースカロライナ州ローリー– 2020年8月10日（現地時間）発表］

https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/red-hat-named-leader-independent-research-firm-infrastructure-automation-platforms-evaluation?source=pressreleaselisting


Copyright © 2020 Red Hat K.K.4

Red Hat Ansible Automation Platform の全体像
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Red Hat Ansible Automation Platform のコア部分
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コア機能の役割（１）：自動化のサイロ化を解決

自動化の
作り方

自動化の
実行方法

スクリプトご

とに使い方

が異なる

操作方法が

ツールごとに

異なる

手順書から

のコピペ

ツールに

よってバラ

バラ

作り方
を

標準化

実行方法
を

標準化

全員が同じ方法
で自動化を作成

できる

全員が同じ方法
で自動化を実行

できる

サイロ化された自動化 Ansibleのアプローチ

シェル
スクリプト

専用
ツール

マクロ

サーバーへ
ログインして

実行

管理GUIを
起動して
実行

TeraTerm
から
実行

スキルセット

の差

サーバー クラウド ネットワーク サーバー クラウド ネットワーク

成果物が共

有できない
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コア機能の役割（２）組織や人のオーバーヘッドを解決

LB
閉塞

事前
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モジュール
更新

事後
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LB
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チーム
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モジュール
更新

事後
バックアップ

LB
開放

動作確認

作業の
調整＆確認

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム

サービス化する

NWチームが、アプリチームやサーバー
チームへ「LB閉塞/開放サービス」を提供

する。

NWチーム
が登場しな

くなる

WEBアプリケーションのリリース作業例

調整するチームが減るこ
とで調整・確認量は大幅
に減少

3チーム→ 3経路
2チーム→ 1経路
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Ansibleの目指すゴール
自動化のパラダイムシフト

自動化1.0 → 2.0
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（機械で補助する）

機械が作業
（人が管理する）
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Ansibleの目指すゴール
自動化のパラダイムシフト

自動化1.0 → 2.0

自動化1.0 自動化2.0

人が作業
（機械で補助する）

機械が作業
（人が管理する）

人が現場にいる前提 人が現場にいない前提

バラバラのツールとスキル 統一された言語とスキル

人の「作業」を補助する インフラを「サービス化」する
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ハンズオン
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● 今回のハンズオンで実施する内容

● サーバー自動化

● ネットワーク自動化

ハンズオンの流れ
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ハンズオンでフォーカスするレイヤー

チームA チームB

利用制限

周辺システム

☓
☓

ここ標準化された
自動化コード

サービス化
サービスの連結

● Playbooks
● Roles
● Collections

● ジョブテンプレート
● ワークフロー
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本ハンズオンがカバーする範囲

自動化の開発

自動化の実行

　自動化2.0
組織のオーバーヘッ

ドを解消する

自動化の作り方を標
準化

実行方法を標準化

自動化のサービス化

自動化1.0
手順のQCDを改善

する

組織間の調整

Ansible Engine
&

Playbook

Ansible Tower

目的 対象とする課題 課題へのアプローチ ソリューション
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Ansible の構造

playbook

inventory

credential

module

role servers

networks

cloud

ansible.cfg

variables
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まとめ
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● サーバーからネットワーク、仮想化、クラウドまで自動化が可能

○ 「Playbookを書く」という共通スキルで自動化に取り組めます。

● 自動化を進める時には、「自動化で解決する課題」を明確にすることが重要

○ 自動化1.0、自動化2.0の視点

● 本日のハンズオンで学んだ内容を業務で活用してもらえると嬉しいです。

Ansible とは



https://redhat-forum.jp/

2020年11月20日[金]
10:30～17:30予定（オンライン）

開催
日程

参加
登録

https://redhat-forum.jp/
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まずはここから自動化を始めよう！

http://red.ht/AnsibleTrailmap

http://red.ht/AnsibleTrailmap


アンケートへご協力のお願い

当セミナーは、オンラインアンケートを実施しております。
今後の情報提供の最適化につなげるため、ご協力をお願い致します。

URL red.ht/ansible1117
＼回答者全員／

特製壁紙プレゼント

https://red.ht/ansible1117



